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と う わ

何 事 も 思 い や り を 持 っ て 対 応 し ま す ！

医療保険に
対応!! 無料体験治療

マッサージ・ストレッチ

機能訓練・動作分析

探訪記
第二弾は・・・大和のＴＨＥ魚介系らーめん

ここのラーメンは何と言っても『魚介系スープ』
とんこつとダブルスープらしいですが、とんこつより魚介の
風味が強いのでむしろとんこつ使ってなくない？？って思う
程。そして柚をつかっているのでさわやかさＵＰ！ＵＰ！
大和で飲んでシメでなんてのも大あり(実証純み)そのくらい
優しいらーめんです。

あっさりはどうも苦手、私はこってりで行きたいわ！オールウェーズこって
り！って方は、味噌をお勧めします。辛いのがお好きな方は烈火唐神味噌
らぁめん！個人的には大して辛くない・・・。それでもあっさり系こってりなの
でもう一杯行けちゃう感じ。まぁいけないんですが。。。

麺や鐙大和店
046-262-3255 神奈川県大和市大和南1-2-12

その名も『鐙』・・・はたして読めるかな・・・？



◎医療・介護関連ニュース◎

無料体験マッサージ、いつでもお気軽にどうぞ

相模原院☎042-855-0420  相模原市南区南台4-13-23-1階

町田院 ☎042-851-7528 町田市森野4‐17‐23-2階-B

海老名院☎046-204-5482 海老名市中央3-3-13-202

二俣川院☎045-442-5439 横浜市旭区二俣川1-32-100

青葉台院☎045-508-9560 横浜市青葉区榎が丘14-3-205

と う わ

藤和マッサージ
エステ・転倒予防トレーニング☎0120-900-894

【訪問マッサージ・はりきゅう】

心身の虚弱状態「フレイル」を防ぐ食事摂取基準、たんぱく質の割
合など改定

（2019年3月11日読売新聞）

介護ベッド事故やまず…０７年以降、挟まれ４３人死亡…安全な規
格に交換遅れ

（2019年3月5日読売新聞）

「フレイル」と呼ばれる心身の虚弱状態を防ぐため、６５歳以上の人は毎日、体重１キロ・グラムあたり１グラム
以上のたんぱく質を取ることが望ましい――。厚生労働省が高齢者の食事に関し、こんな目安を初めて示した。
フレイルは、加齢に伴って筋力や認知機能が衰えて日々の活動が低下する状態で、放っておくと介護が必要に
なる。フレイル対策では軽い運動に加え、食事の改善が重要だ。厚労省は健康を保つための食事の基準をま
とめた「食事摂取基準」の改定案に、フレイル予防の目安を盛り込んだ。例えば体重５０キロの人の場合、食事
を通じて最低１日５０グラムのたんぱく質摂取が必要になる。日本食品標準成分表によると、食品１００グラム中
に含まれるたんぱく質は、焼きさば２５グラム、ロースとんかつ２２グラム、納豆１７グラム、ゆで卵１３グラムなど。
改定案は１日の食事に対するたんぱく質の望ましい割合（総エネルギー量で比較）も改めた。今の基準は全年
代通じて「１３～２０％」だが、改定案は５０～６４歳「１４～２０％」、６５歳以上「１５～２０％」とした。摂取上限を２
０％で据え置いたのは、たんぱく質の取り過ぎは腎機能の悪化や糖尿病につながる恐れがあるためだ。ほか
の栄養分の割合（６５歳以上）は、炭水化物「５０～６５％」、脂質「２０～３０％」が望ましいとした。食事摂取基準
は、５年に１度見直される。厚労省は近く改定案を決定し、来春から新基準を適用する。

介護用ベッドの利用者が手すりに首や手足を挟まれる重大事故が後を絶たな
い。消費者庁への報告が義務づけられた２００７年以降、７９件が発生し、このう
ち４３人が死亡した。大半が介護施設などでの事故とみられ、安全対策を強化
したベッドへの入れ替えが進まないことが背景にある。死亡事故の中で多いの
が、手すりと手すりの隙間や、手すりと頭部のボードとの間に首が挟まれるケー
スだ。重傷事故では、手すりの隙間に腕や足などを挟まれ、骨折する高齢者が
多い。「入所者が手すりに片手を突っ込んだ状態でリクライニングを動かしてし
まい、強い力で挟まれたことがあった」。東北地方の特別養護老人ホームで働く
男性職員はそう打ち明ける。
０７年施行の改正消費生活用製品安全法では、生活関連製品による重大事故
や火災が発生した場合、メーカーなどに国への報告が義務づけられた。以後、
介護用ベッドに関する重大事故は毎年数件～十数件が報告され、同庁は、大
半が認知症の高齢者とみている。０７、０８年度に計２７件の重大事故が報告さ
れたことから、経済産業省は０９年３月、介護用ベッドに関する日本工業規格（Ｊ
ＩＳ）を改正。頭や手足が挟まらないよう、手すりの隙間を狭くするなどの安全対
策が強化された。重大事故が後を絶たないのは、規格改正前のベッドが依然利
用されているためだ。介護用ベッドメーカーの業界団体「医療・介護ベッド安全
普及協議会」などによると、介護用ベッドは高いもので５０万円を超える。大量に
入れ替えた場合の負担は大きい。消費者庁の担当者は「十分な見守りができな
い場合は、できるだけ改正後のベッドを利用してほしい」と呼びかけている。


